
 

 

 

2022年 6月 30日 

報道関係各位 

中部学院大学短期大学部 

幼児教育学科 

保育士・幼稚園教諭を目指す学生が 

 各務原市立各務原特別支援学校と『手品』で交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

■ 日 時  2022（令和 4）年 7月 15日（金）午後 1時 40分～同 2時 40分 

■ 場 所  各務原市立各務原特別支援学校 

（各務原市那加雲雀町 1番 8 電話 058-383-1268） 

■ 内  容  『手品』で交流 

『メイク スマイル マジックショー』／『手品』のワークショップ 

■ 参加者  幼児教育学科 2年生 12名 各務原特別学校高等部 1年生 21名 

     金森 一 手品講師 

以上 

 

プレスリリース 

中部学院大学短期大学部幼児教育学科（学科長 杉山祐子）は、岐阜県内では初めて『手

品』を活用した保育教育を実践しています。今回、各務原キャンパスのある各務原市立各

務原特別支援学校（校長 下野誠司）の高等部 1年生 21 名と『手品』で交流をします。 

幼児教育学科は本年度より、元岐阜県警の警察官で、幼児から高齢者までの講習会で手

品を本格的に活用していた金森一（かなもりはじめ）氏を講師に迎え、『手品』の技能と

コミュニケーション力を学んでいます。そのうち、2 年生の小木曽ゼミ（専門ゼミナール

／担当 小木曽友則助教・12名）は、4月より手品を練習し、オリジナルの『メイク スマ

イル マジックショー』を作り上げました。自分たちが楽しむことも大切なため、振付や

音楽もオリジナルとなっています。 

今回の交流のねらいは、特別支援学校の生徒と幼児教育学科の学生が『手品』を協働学

習することで、お互いを理解し、学び合い、達成感を得る機会とすることです、学生は、

『手品』を披露するとともに、また、学生と生徒が一緒になったワークショップでは、生

徒は、学生のサポートを得ながら、それぞれに興味や関心を持った『手品』に挑戦します。

最後に共同で「コラボ手品ショー」を開催し、人前で表現する緊張感や達成感を味わいま

す。 

 

（本件に関するお問い合わせ先） 

中部学院大学短期大学部 幼児教育学科（担当：小木曽友則）Tel:0575-24-2211（代表） 

 

tel:0575-24-2211

